
検査内容変更のお知らせ

謹啓 時下益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。
平素は格別なご愛顧を賜わり厚くお礼申し上げます。
このたび、下記の検査項目におきまして、検査内容を変更させて
いただくことになりましたのでご案内を致します。
何卒ご理解ご了承賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

謹白

記

●変更実施日：２０２３年２月１日（水）ご依頼分より

●変更 内容：検査方法および基準値等の変更

お問い合わせ 株式会社CIS 熊本中央研究所
TEL(096)284-1381
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コード 検査項目名

新 旧

検査方法 基準値 検査方法 基準値

2261
黄体形成ホルモン
(LH)

CLEIA法
裏面参照
ｍIU/mL

CLIA法
裏面参照
ｍIU/mL

2271
卵胞刺激ホルモン
(FSH)

CLEIA法
裏面参照
ｍIU/mL

CLIA法
裏面参照
ｍIU/mL

2285
プロラクチン
(PRL)

CLEIA法
裏面参照
ｎg/mL

CLIA法
裏面参照
ｎg/mL

2165
エストラジオール
(E2)

CLEIA法
裏面参照
ｐg/mL

CLIA法
裏面参照
ｐg/mL

2201 HCG（血清） CLEIA法
裏面参照
ｍIU/mL

CLIA法
裏面参照
ｍIU/mL
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お問い合わせ 株式会社CIS 熊本中央研究所
TEL(096)284-1381

《 各検査項目相関データ一覧 》

《 各検査項目基準値比較データ一覧 》

検査項目名 新基準値 旧基準値

黄体形成ホルモン
(LH)

単位：mIU/mL

男性:1.24～8.62 閉経女性: 10.87～58.64
正常月経女性 卵胞期: 2.12～10.89

排卵期: 19.18～103.03
黄体期: 1.20～12.86

男性:0.1～8.7 閉経女性:13.3～61.6
正常月経女性 卵胞期: 1.2～13.3

排卵期: 1.3～55.7
黄体期: 0.5～16.5

卵胞刺激ホルモン
(FSH)

単位：mIU/mL

男性:1.27～19.26 閉経女性: 16.74～113.59
正常月経女性 卵胞期: 3.85～8.78

排卵期: 4.54～22.51
黄体期: 1.79～5.12

男性:0.3～13.8 閉経女性:10.5～142.8
正常月経女性 卵胞期: 2.2～11.5

排卵期: 2.1～18.6
黄体期: 1.1～10.6

プロラクチン
(PRL)

単位：ng/mL

男性:2.64～13.13 閉経女性: 2.74～19.64
有経女性: 3.34～26.72

男性:3.7～16.3 閉経女性:  0.6～18.5
正常月経女性 卵胞期: 4.6～26.8

排卵期: 6.0～40.9
黄体期: 1.2～33.6

エストラジオール
(E2)

単位：pg/mL

男性:31.5以下 閉経女性:  25.1 以下
正常月経女性 卵胞期(初期): 22.4～115

卵胞期(中期): 25.0～115
排卵期: 32.1～517
黄体期: 36.5～246

男性:39.8以下 閉経女性:  32.2以下
正常月経女性 卵胞期: 19.5～144.2

排卵期: 63.9～356.7
黄体期: 55.8～214.2

HCG（血清）

単位：mIU/mL

非妊婦全体 : 11.6 以下
18歳以上40歳未満 : 0.6 未満

40歳以上 : 1.1～2.9
閉経後 : 6.4～10.4

男性:  10未満
閉経女性:  10未満

非妊婦女性 :  10未満
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HCG（血清）

n=59

y=1.001x－0.051
r=0.995

n=59

y=0.986x＋0.042
r=0.993

卵胞刺激ホルモン
(FSH)

黄体形成ホルモン
(LH)

n=83

y=1.041x＋0.336
r=0.997

プロラクチン
(PRL)

n=224

y=1.040x＋2.874
r=0.993

n=111

y=0.93x－10.03
r=0.99
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